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第
四
六
回
消
防
救
助
技
術
秋
田
県
大
会

（
秋
田
県
消
防
長
会
主
催
）が
六
月
一
五
日

及
び
七
月
四
日
の
両
日
開
催
さ
れ
、
出
場

隊
員
は
日
頃
鍛
え
た
救
助
技
術
を
競
い
ま

し
た
。　

　

六
月
一
五
日
秋
田
県
立
総
合
プ
ー
ル

（
秋
田
市
向
浜
）
で
開
催
さ
れ
た
「
水
上
の

部
」
に
は
一
〇
消
防
本
部
か
ら
延
べ
四
七

人
が
、
ま
た
七
月
四
日
秋
田
県
消
防
学
校

で
の「
陸
上
の
部
」に
は
、
一
三
消
防
本
部

か
ら
延
べ
二
七
六
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
「
陸
上
の
部
」開
会
式
に
お
い
て
、
佐
藤

好
幸
秋
田
県
消
防
長
会
長
（
秋
田
市
消
防

長
）は
、「
こ
れ
ま
で
の
訓
練
成
果
を
遺
憾

な
く
発
揮
さ
れ
、こ
の
後
の
東
北
指
導
会
、

全
国
大
会
へ
と
繋
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
森
川
正
明
大
曲
仙
北
広
域
消

防
本
部
消
防
長
か
ら
審
判
長
指
示
が
あ

り
、
訓
練
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
と
東
北
指
導
会
へ
の
出
場
隊

員
（
チ
ー
ム
）
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

写
真…

右
か
ら
佐
藤
消
防
長
、
鈴
木
秋
田
県
消

防
学
校
長
、
森
川
消
防
長

■
東
北
指
導
会

　

今
年
度
は
、「
水
上
の
部
」
と
「
陸
上
の

部
」
が
同
日
開
催
と
な
り
ま
す
。

　
　

開
催
日
：
平
成
二
九
年
七
月
一
九
日

　
　

場　

所
：
宮
城
県
利
府
町

■
全
国
大
会
〔
陸
上
・
水
上
〕

　
　

開
催
日
：
平
成
二
九
年
八
月
二
三
日

　
　

場　

所
：
宮
城
県
利
府
町

　
　
　

※

東
北
指
導
会
と
同
じ
場
所





全国大会・東北指導会出場隊
〔全国大会〕　◇陸上の部
種　　目　　名 消防本部名 隊員（チーム）名

〔東北指導会〕　◇陸上の部
種　　目　　名 消防本部名 隊員（チーム）名

　◇水上の部
種　　目　　名 消防本部名 隊員（チーム）名
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業
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、各
分
署
に
つ
い
て
も
、新
た
に

自
動
販
売
機
の
設
置
と
支
援
事
業
の
参
加

に
つ
い
て
業
者
と
協
議
し
、
平
成
二
九
年

三
月
ま
で
に
、
六
分
署
す
べ
て
に
支
援
自

動
販
売
機
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

支
援
自
動
販

売
機
は
、
職
員

だ
け
の
利
用
に

な
り
ま
す
が
、

消
防
育
英
会
の

資
金
と
し
て
、

少
し
で
も
協
力

で
き
れ
ば
幸
い

と
考
え
て
い
ま

す
。〔

情
報
提
供
＝
男
鹿
地
区
消
防
本
部
〕

　

現
在
、
現
庁
舎
の
南
側
と
西
側
で
工
事

が
行
わ
れ
て
お
り
、
工
事
現
場
は
粉
塵
や

騒
音
を
防
ぐ
た
め
に
仮
囲
い
と
呼
ば
れ
る

白
い
壁
で
囲
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
仮
囲
い
の
一
部
を
活
用
し
、
消
防

Ｐ
Ｒ
ボ
ー
ド
を
作
成
す
る
こ
と
と
な
り
、

一
目
で
分
か
り
や
す
く
、
住
民
の
方
々
が

関
心
を
持
っ
て
見
て
く
れ
る
も
の
は
何
か

と
考
え
、
秋
田
県
消
防
協
会
主
催
の
防
火

ポ
ス
タ
ー
展
の
作
品
（
管
内
の
小
中
学
生

の
入
賞
作
品
）
を
掲
示
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

防
火
ポ
ス
タ
ー
と
併
せ
て
、
消
防
の
イ

ラ
ス
ト
や
管
内
の
観
光
名
所
の
イ
ラ
ス
ト

も
掲
示
し
、
来
年
二
月
中
旬
ま
で
の
掲
示

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

〔
情
報
提
供
＝
大
曲
仙
北
広
域
消
防
本
部
〕

　

男
鹿
地
区
消
防
一
部
事
務
組
合
で
は
、

以
前
よ
り
、
男
鹿
地
区
消
防
署
本
署
庁
舎

の
待
機
室
内
に
職
員
が
利
用
す
る
た
め
の

自
動
販
売
機
一
台
を
設
置
し
て
い
ま
し
た

が
、
昨
年「
公
益
財
団
法
人
消
防
育
英
会
」

の
支
援
事
業
で
あ
る
、
消
防
育
英
会
支
援

自
動
販
売
機
事
業
の
存
在
を
知
り
、
既
存

自
動
販
売
機
を
設
置
し
て
い
る
業
者
と
協

議
し
た
と
こ
ろ
、現
在
の
販
売
価
格
を
変

え
る
こ
と
な
く
、支
援
事
業
と
し
て
寄
附(

一
本
当
た
り
二
円)
が
で
き
る
こ
と
が
分

か
り
、
平
成
二
八
年
一
〇
月
か
ら
支
援
事

　

六
月
一
六
日（
金
）、日
本
消
防
会
館（
東

京
都
港
区
虎
ノ
門
）に
お
い
て
、日
本
消
防

協
会
定
時
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成

二
八
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
な
ど
が
全

会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
来

賓
と
し
て
青

木
消
防
庁
長

官
が
あ
い
さ

つ
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
協

議
事
項
で
は

秋
本
会
長
か

ら
「
日
本
消

防
会
館
改
築
問
題
に
つ
い
て
」
説
明
が
あ

り
、
平
成
二
八
年
六
月
に
単
独
改
築
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
。規
模
は
今
後
も
検
討

し
て
い
く
こ
と
と
し
、財
源
に
つ
い
て
は
、

自
己
努
力
と

市
町
村
長
の

理
解
を
い
た

だ
く
こ
と
、

こ
の
後
七
月

に
は
全
国
市

長
会
、
全
国

町
村
会
へ
の

説
明
、
併
せ

て
九
月
に
開

催
す
る
理
時
会
は
、
全
国
消
防
協
会
長
会

議
と
し
た
い
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
も
、

「
全
国
の
消
防
団
員
が
、
自
分
た
ち
の
会

館
で
あ
る
こ
と
を
認
識
で
き
る
建
物
に
す

る
」
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本

部
で
は
、
平
成
三
一
年
五
月
の
完
成
に
向

け
、
消
防
本
部
・
大
曲
消
防
署
新
庁
舎
建

設
事
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
二
九
年
度
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評
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日
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消
防
協
会

消
防
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Ｒ
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作
成
し
ま
し
た
‼
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秋本日消会長 青木消防庁長官
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１．目　　的　少年少女の防火意識を高めるとともに、一般県民の防火思想の普及啓発を図ることを目的
　　　　　　　とする
２．主　　催　秋田県・一般財団法人 秋田県消防協会
３．後　　援　秋田県教育委員会・秋田魁新報社・ＮＨＫ秋田放送局
４．募集規定　⑴　ポスター
　　　　　　　　イ　色数、表現方法は自由とし、防火思想の普及に適するものであること
　　　　　　　　ロ　大きさはＢ３版又は画用紙四つ切大（54㎝×38㎝）程度であること
　　　　　　　　ハ　一人一点とする
　　　　　　　⑵　応募資格　県内の小・中学校の児童生徒
　　　　　　　⑶　募集期間　平成29年９月１日～12月31日（12月31日の消印有効）
　　　　　　　⑷　審　　査　学識経験者・秋田魁新報社・ＮＨＫ秋田放送局・秋田県
　　　　　　　　　　　　　　（一財）秋田県消防協会で構成する審査会において行います。
　　　　　　　⑸　入賞発表　平成30年２月上旬頃、秋田魁新聞紙上にて発表
　　　　　　　⑹　　 賞 　　次の入賞者には、学校を通じて賞状と図書カードを贈呈します。
　　　　　　　　　　　　　　小学生の部　一席１名、二席２名、三席３名、佳作10名まで
　　　　　　　　　　　　　　中学生の部　一席１名、二席２名、三席３名、佳作10名まで
　　　　　　　　　　　　　　一席5,000円　二席3,000円　三席2,000円　佳作1,000円
５．募集条件　⑴　応募は未発表の作品に限る。
　　　　　　　⑵　応募作品は原則として返却できません。（返却を希望される場合、選外作品に限り送料
　　　　　　　　　着払いにてお返ししますので、事前にお申し出ください）
　　　　　　　　　入賞作品の版権は主催者に帰属します。
　　　　　　　⑶　募集規定に違反した作品は採用いたしません。
　　　　　　　⑷　作品には市町村名、学校名、学年、氏名（ふりがな）、性別を記入した
　　　　　　　　　名札（たて６㎝よこ20㎝程度）を作品の右下に必ず貼り付けてください。
　　　　　　　　　【記入例】　　※ふりがなは必ずご記入ください。

６．ポスターの作製
　　　　　　　一席に入賞した作品どちらか1点で防火ポスターを作製しますので、作者の学校名・学年
　　　　　　　・氏名をポスターに記載することを予めご了承ください。
７．送 り 先　〒010-0951　秋田市山王4-1-2　秋田地方総合庁舎5階
　　　　　　　（一財）秋田県消防協会あて　お問合せ先　TEL 018-867-7320
　　　　　　　※ 作品を送付される場合、送料は応募者がご負担ください。

平成平成29年度年度 防火ポスターコンクール募集要項防火ポスターコンクール募集要項平成平成29年度年度 防火ポスターコンクール募集要項防火ポスターコンクール募集要項平成平成29年度年度 防火ポスターコンクール募集要項防火ポスターコンクール募集要項平成29年度 防火ポスターコンクール募集要項
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２
年　

伊
藤　

颯
希

い
と
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２
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能
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第
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　秋田県総合防災課では、この度平成29年4月1日現在の消防団員数の速報値を集計しましたので、その
概要をお知らせします。
１．消防団員数は16,900人
　　　消防団員数は減少傾向にあり、前年同期比277人減の16,900人となりました。
　　条例定数充足率は88.92％、被雇用化率（サラリーマン化率）は76.8％となっています。
       
                

２．女性消防団員は７人増の362人
　　　女性消防団員は年々増加しており、前年同期比7人増の362人となりました。　　

                   

３．機能別団員は９消防団、594人
　　　機能別団員制度が県内に導入されたのは平成19年度からですが、年々増加しており、
　　前年同期比82人増の594人となりました。

平成29年度消防団員数の概要

 H24. 4. 1 H25. 4. 1 H26. 4. 1 H27. 4. 1 H28. 4. 1 H29. 4. 1
消防団員数 17,677人 17,544人 17,491人 17,320人 17,177人 16,900人
前年同期比 - 198人 - 133人 - 53人 - 171人 - 143人 - 277人
条例定数充足率 88.09％ 87.50％ 89.32％ 88.68％ 89.86% 88.92%

 H24 4. 1  H25 4. 1  H26 4. 1 H27. 4. 1 H28. 4. 1 H29. 4. 1
女性消防団員数 221人  248人  317人  324人  355人  362人  
前年同期比 ＋ 22人  ＋ 27人  ＋ 69人  ＋ 7人  ＋ 31人  ＋ 7人 
女性団員採用消防団数 17団  19団  20団  21団  21団  22団 

 H24 4. 1 H25 4. 1  H26 4. 1 H27. 4. 1 H28. 4. 1 H29. 4. 1
機能別団員数 178人  208人  287人  351人  512人  594人 
前年比 ＋ 25人  ＋ 30人  ＋ 79人  ＋ 64人  ＋ 161人  ＋ 82人 
機能別団員制度導入消防団数  5団  6団  6団  7団  8団  9団 

　消防団・消防団員とは
　消防団は､消防本部や消防署と同様に市町村の消防機関の
一つです。
　消防団員は、本業を持ちながらも「自らの地域は自らで守
る」という郷土愛護の精神に基づいて、地域の安全・安心を
確保するために活動する非常勤特別職の地方公務員です。                   

　消防団員の減少で、地域防災力の低下が懸念
　本県の消防団員数は、昭和31年には3万6千人が在籍して
いましたが、年々減少し続け、平成29年４月1日現在には
半分を割り込み、1万6,900人となりました。
　地域の消防防災力の低下が懸念されています。 

　多くの方の消防団入団を期待
　消防団は、地域防災の中核的な存在で、地域の安全・安心
を確保するために大変重要な組織です。
　一人でも多くの方に、消防団活動に参加いただけることを
期待しています。

消防団員募集
地域の安心と安全を守るために、
　　　あなたにもできることがあります。
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平成29年度消防団員数（平成29年4月1日現在）
（単位 : 人、％）

地域名

鹿　角

北秋田

山　本

南秋田

秋　田
由　利

仙　北

平　鹿

雄　勝

計

鹿角市
小坂町
　　　地域計
大館市
北秋田市
上小阿仁村
　　　地域計
能代市
藤里町
三種町
八峰町
　　　地域計
男鹿市
潟上市
五城目町
八郎潟町
井川町
大潟村
　　　地域計
秋田市
由利本荘市
にかほ市
　　　地域計
大仙市
仙北市
美郷町
　　　地域計
横手市横手
横手市増田
横手市平鹿
横手市雄物川
横手市大森
横手市十文字
横手市山内
横手市大雄
　　　地域計
湯沢市
羽後町
東成瀬村
　　　地域計
　32消防団

消防団名 総数 団員数 増減数男性 女性

実　団　員　数 前年同期比較
条例
定数

定　数
充足率

女　性
団員率

うち
機能別
団員数

 892 859 827 32 79 96.30 3.73 854  5
 170 145 144 1 0 85.29 0.69 150 - 5
 1,062 1,004 971 33 79 94.54 3.29 1,004  0
 1,180 1,086 995 91 46 92.03 8.38 1,092 - 6
 760 686 645 41 0 90.26 5.98 725 - 39
 100 84 84 0 0 84.00 0.00 91 - 7
 2,040 1,856 1,724 132 46 90.98 7.11 1,908 - 52
 850 707 697 10 49 83.18 1.41 703  4
 125 113 113 0 0 90.40 0.00 116 - 3
 507 448 442 6 52 88.36 1.34 460 - 12
 330 245 240 5 0 74.24 2.04 247 - 2
 1,812 1,513 1,492 21 101 83.50 1.39 1,526 - 13
 820 718 705 13 0 87.56 1.81 739 - 21
 508 453 437 16 0 89.17 3.53 476 - 23
 230 156 156 0 0 67.83 0.00 166 - 10
 85 78 78 0 0 91.76 0.00 82 - 4
 145 128 125 3 0 88.28 2.34 123  5
 67 47 47 0 0 70.15 0.00 45  2
 1,855 1,580 1,548 32 0 85.18 2.03 1,631 - 51
 2,100 1,891 1,867 24 107 90.05 1.27 1,912 - 21
 1,802 1,655 1,648 7 166 91.84 0.42 1,663 - 8
 580 562 550 12 71 96.90 2.14 577 - 15
 2,382 2,217 2,198 19 237 93.07 0.86 2,240 - 23
 1,375 1,256 1,218 38 0 91.35 3.03 1,286 - 30
 767 578 563 15 22 75.36 2.60 585 - 7
 405 347 347 0 2 85.68 0.00 362 - 15
 2,547 2,181 2,128 53 24 85.63 2.43 2,233 - 52
 467 420 417 3 0 89.94 0.71 422 - 2
 261 224 224 0 0 85.82 0.00 229 - 5
 452 382 376 6 0 84.51 1.57 398 - 16
 467 407 407 0 0 87.15 0.00 418 - 11
 249 215 212 3 0 86.35 1.40 221 - 6
 494 451 447 4 0 91.30 0.89 457 - 6
 178 156 147 9 0 87.64 5.77 160 - 4
 222 195 190 5 0 87.84 2.56 203 - 8
 2,790 2,450 2,420 30 0 87.81 1.22 2,508 - 58
 1,705 1,597 1,579 18 0 93.67 1.13 1,609 - 12
 513 450 450 0 0 87.72 0.00 441  9
 200 161 161 0 0 80.50 0.00 165 - 4
 2,418 2,208 2,190 18 0 91.32 0.82 2,215 - 7
 19,006 16,900 16,538 362 594 88.92 2.14 17,177 - 277
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第
二
三
回
全
国
女
性
消
防
操
法
・

 　
　
　

秋
田
大
会
の
準
備
進
め
ら
れ
る

　

九
月
三
〇
日(

土)

、
向
浜
運
動
広
場
駐

車
場(

こ
ま
ち
ス
タ
ジ
ア
ム
駐
車
場)

で
開

催
さ
れ
る
、
第
二
三
回
全
国
女
性
消
防
操

法
大
会
は
、
主
催
者
の
消
防
庁
、
公
益
財

団
法
人
日
本
消
防
協
会
を
は
じ
め
、
当
秋

田
県
消
防
協
会
、
秋
田
県
、
秋
田
市
消
防

本
部
の
協
力
に
よ
り
、
順
調
に
大
会
の
準

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、ご
支
援
、ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

な
お
参
考
ま
で
、
こ
れ
ま
で
の
大
会
の

優
勝
団
と
秋
田
県
か
ら
の
出
場
隊
に
つ
い

て
掲
載
し
ま
す
。

　

今
大
会
に
は
、
秋
田
県
代
表
と
し
て
大

仙
市
女
性
消
防
隊
が
三
回
連
続
で
出
場
し

ま
す
。
入
賞
を
目
標
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。

備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
女
性
の
大
会
と
し
て

は
、
今
回
が
初
め
て
の
地
方
開
催
と
な
る

こ
と
か
ら
、
色
々
な
面
で
配
慮
が
必
要
に

な
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
全
国
か
ら
来
県
さ

れ
る
各
県
の
選
手
、
応
援
団
ま
た
消
防
関

係
者
の
皆
様
か
ら
「
秋
田
で
や
っ
て
良
か

っ
た
。」と
言
わ
れ
る
よ
う
な
大
会
を
目
指

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
県
内
消
防
関
係
者

全国女性消防操法大会の優勝団、秋田県出場隊の調べ
［軽可搬ポンプの部 ]
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モリタ消防ポンプ シ バ ウ ラ ポ ン プ

　

土
砂
災
害
・
全
国
防
災
訓
練
が
六
月
四

日
、
湯
沢
市
雄
勝
の
下
院
内
地
区
を
対
象

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
土
砂
災
害
に
対
す
る
警
戒
避

難
体
制
の
強
化
と
地
域
住
民
の
防
災
意
識

の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ

れ
た
も
の
で
、
地
域
住
民
の
ほ
か
、
地
元

消
防
団
、
各
関
係
機
関
か
ら
約
一
四
〇
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
大
雨
洪
水
警
報
や
土
砂
災

害
警
戒
情
報
な
ど
の
発
表
で
住
民
に
勧
告

が
さ
れ
る
と
、
地
区
の
指
定
避
難
所
と
な

っ
て
い
る
旧
院
内
小
学
校
体
育
館
に
向
け

て
避
難
開
始
。
地
元
消
防
団
員
ら
は
、
地

域
内
へ
の
広
報
活
動
ほ
か
、
個
別
訪
問
に

よ
る
避
難
勧
告
の
伝
達
、
ま
た
要
援
護
者

等
の
避
難
行
動
で
の
支
援
、
災
害
箇
所
の

応
急
処
置
な

ど
、
市
民
の

安
全
な
避
難

や
被
害
拡
大

防
止
の
た
め

災
害
時
さ
な

が
ら
に
訓
練

に
携
わ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
避

難
後
に
は
、
避
難
場
所
と
な
っ
た
体
育
館

に
お
い
て
、
土
砂
災
害
に
関
す
る
ビ
デ
オ

放
映
も
行
わ
れ
、
危
険
地
域
周
辺
に
在
住

し
訓
練
に
参
加
し
た
地
域
住
民
を
は
じ
め

消
防
団
員
ら
も
、
土
砂
災
害
の
怖
さ
を
実

感
す
る
と
と
も
に
、
災
害
へ
の
備
え
と
発

災
時
の
初
期
行
動
の
大
切
さ
を
学
び
、
互

い
に
災
害
へ
の
対
処
に
つ
い
て
新
た
な
気

持
ち
を
確
認
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

消
防
人
と
し
て
の
教
養
と
技
術
の
錬
磨

向
上
を
目
的
と
し
た
教
養
訓
練
講
習
会

が
、
六
月
一
一
日
に
稲
川
ス
キ
ー
場
駐
車

場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

湯
沢
雄
勝

広
域
市
町
村

圏
組
合
消
防

本
部
職
員
を

講
師
に
、
例

年
、
大
会
前

の
こ
の
時
期

に
開
催
さ
れ

て
い
る
講
習

会
で
す
が
、

今
回
も
、
入

団
し
て
間
も
な
い
団
員
を
は
じ
め
と
し
た

消
防
団
員
や
関
係
機
関
の
職
員
な
ど
、
約

三
〇
〇
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。〔

情
報
提
供
＝
湯
沢
市
雄
勝
郡
支
部
〕

＝ 

速

報

速

報

値 

＝

火
災
の
発
生
状
況

火
災
の
発
生
状
況

火
災
の
発
生
状
況

火
災
の
発
生
状
況

＝ 

速

報

速

報

値 

＝

（
秋
田
県
総
合
防
災
課
調
べ
）

火
災
の
発
生
状
況

＝ 

速

報

値 

＝

建　　物
林　　野
車　　輌
そ の 他
合　　計
死 者 数
負傷者数

-11
- 6
- 4
- 3
-24
- 2
- 5

- 1
0

- 2
- 4
- 7
0

- 5

191
32
32
56
311
22
54

106
25
19
40
190
13
35

11
2
3
6
22
1
5

95
19
15
37
166
11
30

10
2
1
2
15
1
0

平成29年 平成28年 同期比較
６月 累計 累計６月 年計 ６月 累計

協
会
事
務
局
お
休
み
の
お
知
ら
せ

　

今
年
の
お
盆
休
み
は
八
月
一
三
日

（
日
）か
ら
一
五
日（
火
）ま
で
と
し
、

協
会
事
務
局
を
休
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

土
砂
災
害
へ
気
持
ち
新
た
に

　

湯
沢
市
消
防
団
が
避
難
支
援
と

　
　
　
　
　
　
　
　

応
急
処
置
を
訓
練

一
挙
手
一
投
足
の
動
き
を
確
認

　

支
部
で
教
養
訓
練
講
習
会
を
開
催


